
（新）農薬生物多様性影響調査 ３２百万円(０百万円)

水・大気環境局農薬環境管理室

１．事業の概要
農薬取締法において、農薬はその登録に際し、人畜が摂取した場合の

影響に加え、適切に使用された場合は環境に大きな影響がないことを担
保することとなっている。
一方、第１６９回国会で成立した「生物多様性基本法」では、国は、

化学物質による生物多様性への影響を防止するための必要な措置を講ず
るとされており、また、調査・研究も国の責務とされている。
このため、農薬に関して、各種生物試験方法の高度化等を図って、生

物多様性への影響評価手法の確立を図り、生物多様性の保全等に資する
必要がある。

（１）生物多様性影響調査
① 農薬使用が農用地とその周辺環境での生物多様性にどのような影響
をもたらすかについて、農薬の各種生物グループに対する影響調査手
法を開発する。

② 高等植物及び流水域での生物種等の毒性試験法・評価法等の開発・
実証を新たに行う。

（２）影響評価手法に関する検討
生物多様性影響調査及び国内外の農薬による生物多様性への影響に

関する文献調査を実施し、総合的な農薬生物多様性影響評価手法の開
発を行う。

２．事業計画

調 査 項 目 Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

生物多様性に与える影響調査

影響評価手法に関する検討

３．施策の効果
農薬の生物多様性への影響評価手法の開発により農薬の開発から使用

にいたる各段階において生物多様性への影響が考慮されることにより、
生物多様性の維持・保全に資することとなる。

４．備考
調査費 32百万円

（内訳）生物多様性に与える影響調査
影響評価手法に関する検討



－ 生物多様性と農薬 －

○生物多様性の保全
→生態系に対する農薬の影響・作用を総合

的に評価する手法の開発
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